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 要 旨   
目的： 
女性乳がん早期ステージにおける飲酒と乳がん再発リスクを明らかにする。 

方法： 
1997 年から 2000 年に乳がん早期ステージを診断されて 2 年以内の女性 1,897 人を対象

とした LACE 研究において、食事摂取頻度の質問票により評価した飲酒量と乳がん再発の

リスクを検討した。コックス回帰モデルにて、飲酒による純循環器疾患発症の多変量調整

ハザード比（HR）、95%信頼区間（95％CI）を算出した。 
結果： 
平均追跡期間 7.4 年の間に乳がん再発 293 例、総死亡 273 例を確認した。一日当たり 0.5g

以上の飲酒者は 51％であった。飲酒者の 89％はワイン飲酒であった。非飲酒者と比較する

と一日 6g 以上の飲酒者は乳がん再発のリスク（HR(95%CI)=1.35(1.00-1.83)）も、乳がん

死亡リスク（HR(95%CI)=1.51(1.00-2.29)）も増加していた。乳がん再発のリスクの増加は

閉経後女性(HR(95%CI)=1.51(1.05-2.19))や肥満女性(HR(95%CI)=1.6(1.08-2.38))でより強

く認められた。飲酒と総死亡の関連は認められず、乳がん以外の死亡リスクを軽減する可

能性が示唆された。 
結論： 
一週間あたり３，４杯以上の飲酒は乳がん再発のリスクを増加する可能性が示唆され、

その影響は閉経後女性や肥満女性でより強く認められた。しかし、乳がん以外の死亡につ

いては予防的な作用が示唆された。 

 




